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1 は  じ め に

イタリアンライグラスは、その他寒地型牧草に比べ収

量性や嗜好性がよいが、既存のイタリアンライグラスの

多年利用は難しい。 しかしフェスク類の環境適応性や永

続性をイタリアンライグラス等に導入したフェス トロリ

ウムは、多年利用が可能である。

牧草の環境適応性や永続性を刈 り取り後の地上部の

再生力として捉えると、再生力は茎や根にある貯蔵物質

の量と、根からの無機栄養分の吸収に関係があると考え

られる。この二つはともに根の量をパラメーターに含む

量であり、環境適応性や永続性を高めるために、フェス

トロリウムを根の大きさや形態によって評価することは

有効であると思われる。主要草種に関して根の量や分布

を比較した報告つはあるが、圃場でのI13査に大変な労力

を要し、測定精度にも限界がある。このため、多数の品

種・系統の.7価を必要とする育種に適用することは難 し

い。また従来の根量測定では根を掘 り出さなければなら

ず、経時的に同一個体を測定することができない。

本試験ではライグラス、フェスクおよびフェス トロリ

ウムについて、根の生長に関する基礎的な知見を得るた

め、催芽後の種子根長および葉長を非破壊的に経時的に

測定して、草種間および品種間の変異を比較した。

2試 験 方 法

本試験ではイタリアンライグラス、ペレニアルライグ

ラス、 トールフェスク、メ ドウフェスクおよびフェス ト

ロリウムを供試 した。縦 20cm、 横 30cm、 高さ25cmの

箱に透明なプラスチック板を斜めに差し入れて、根の生

長を非破壊的に経時的な調査ができるよう設計 した箱

(以下、根箱と呼ぶ)を用いた。根箱に園芸培土 (ク レ

ハ)を入れ、根が 2mm程度になるまでシャーレで催芽

した種子を、各品種5粒ずつ等間隔に移植した。試験は

秋播きする際の気象条件を想定し、昼 20℃ 12時間、夜

15℃ 12時間に設定した人工気象室で行い、地下水位

20cmの底面灌水とした。試験は3回繰り返し、1回につ

き8品種ずつ調査した。移植後毎日定時に葉 (鞘葉と本

葉第一葉)の長さ (以下、葉長と呼ぶ)および種子根の

長さ (以下、根長と呼ぶ)を測定した。

統計分析は MicrosoROEЮ o12002 SP‐ 2の分析ツール

を用いた。

3 試験結果および考察

移植後 16日 目の葉長、根長および葉長/根長を表 1

に示した。葉長については、Fehnaと Pauhta以外のフ

ェストロリウム品種とライグラス品種は、有意な差は見

られなかったが、フェスク類の各品種はこれらよりも有

意に小さかつた。根長についてはメドウフェスク品種が

他草種より有意に小さかつた。 トールフェスク品種は他

草種に比べて葉長/根長が小さかつた。

次に移植後 16日 日の葉長および根長の散布図を図 1

に示した。ライグラス、メドウフェスクおよびトールフ

ェスクの各品種は種内変異が小さく、これらの草種は互

いに離れて分布した。これに対してフェストロリウムは、

トールフェスクに近いものからライグラスに近いものま

で変異がみられた。Felnaは トールフェスクに近いとこ

ろに分布した。Fehnaは トールフェスクとイタリアンラ

イグラスの雑種による品種であるが、OECDリ ストでは

トールフェスクと分類されており、倍数性は 6倍体で草

姿もトールフェスク様である。Pauhtaは種子の発芽勢

が極めて劣つたために、品種本来の特性が発現していな
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い可能性がある。その他のフェストロリウム品種は、葉

長について変異が小さかつたが、根長については変異が

大きかつた。特に SulinOと Rakopanは根長が刀ヽさく、

Duoと BoOva lま大きかった。

本試験では、根長の測定は種子根についてのみ測定し

た。幼苗時に種子根を切除してもその後の生長にはとん

ど影響がないことから、種子根の役害1は小さい。という

説もある。しかし節根が生えて以降も種子根は仲長を続

け吸水を行うという報告りがあるため、種子根は節根が

生えるまでの繋ぎ役ということではないと考えられる。

上述のようにトールフェスクは生育初期の種子根長が葉

長のわりに大きかつた。 トールフェスクはその他寒地型

牧草に比べて、土壊深部まで均―に根が分布している
p

という報告があり、種子根長の大きさが種本来の根の深

さと関係している可能性がある。根が深い個体は十分な

水分や無機栄養分を吸収できると考えられるため、高い

再生力、ひいては環境適応性や永続性を示すものと推察

される。本試験では根箱の深さが 25cmと浅く、生育後

期の根の動向を確認することはできなかつた。より深い

位置での根の動向を調査するとともに、本試験で特徴的

な反応を示した品種 (Be&aと Duo)については、環境

適応性や永続性を調査する必要があると考えられた。

表 l移植後 16日 における葉長、根長および葉長/根長

試験 品種名   車■・ 葉長 変動係数 根長 変動篠敗葉長/根長変動候歎
(mm) (96) (mm) (%)(mm/mm)(%)

:  ワセアオバ   IR  290  18 8  :07  209   28   70
アキアオバ   lR  300  1α 4  120  86   26   10 4
リグロ    MF  2:,  168  63  :2●    ■6   103
コマグリーン  MF  215  a8   68   :04   32   244
ヤマナミ    TF  205  200  06  2a0   22   :33
エバークリーン FL  27:  167  101  242   23   045
S,1嘔 い o■  FL  320  12 6  114  0■9   00   025
Duo         FL   238    :QO    142    :34     20     134

2 ワセアオバ   IR  298  17 7  110  212   26   13:
アキアわ  `  !R  277  ■6   ‖5  ,61   25   :47
リグロ     MF  ,97  193  6,  250   30   :34
コマグリーン  MF  164  17 1   52   1∝ 0   3´    177
ヤマナミ    TF  198  :5,  90  220   20   147
工′‐グリーン FL  255  19 0  i09  ia5   21   40
SutЮ       FL  273   43   90   ,04    ■:    100
B“va    FL  260  80  128  ,43   2,   a7
3 ワセアオパ   lR  310  i40  1∞   13'   3Ю    229
フレンド     PR  338   176   98   21    35    ,6」
ホクリヨウ   TF  20:  :6●   35  321   24   14Ю
Poul t■       FL   2:5   194   89    2■2    25    263
Fein3      FL   196   65   ,O   i70    22    ,62
Febpa      Fし   285   252   1:8   202    25    20Ю
RIIopln   Fし   260  481  93  420   23   287
ハ型ll        FL   298    1:●    111    1:1     27     62

4ま と め

種子根および葉の生長において、ライグラス、 トール

フェスク、メ ドウフェスクは相互に異な り、フェス トロ

リウムは種子根長の変異が大きかつた。
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図 l移植後 16日 の葉長および根長の関係

注 :重複して供試した品種については平均値を用いた

各草種を点線で囲んだ

LSDは 5%

TFトルフェスク、FLフェストロリウム
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